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研究成果の概要（和文）：本研究は、全脊椎MRI検診を含む疫学調査を実施し、脊椎疾患のエビデンス解明を目的とし
て行われた。和歌山県の一般住民集団を対象として、MRI検診への参加を表明した1,011名（男性335名、女性676名、平
均年齢66.3歳）のうち、MRI画像を解析できた977名の頚椎および985名の腰椎画像所見と臨床情報を解析した結果、頚
髄圧迫の有病率は24.4％、腰部脊柱管狭窄症の有病率は9.3％で、本邦の年齢別人口構成にあてはめると、日本におけ
る頚髄圧迫者数は1470万人、腰部脊柱管狭窄症有病者数は580万人と推定された。これらは、今後の脊椎疾患の予防対
策を進める上で基盤となる重要な疫学指標である。

研究成果の概要（英文）：This study was investigated to elucidate epidemiologic evidence of spinal diseases
 using MRI in population-based cohorts of Japanese men and women. 1,011 participants (335 men and 676 wome
n, mean 66.3 years) were enrolled. Participants completed an interviewer-administered questionnaire and un
derwent anthropometric measurements and assessments of physical performance. Radiograph and MRI of cervica
l, thoracic and lumbar spine were examined. Among 1,011 participants, those who had MRI-sensitive implante
d devices and other disqualifiers were excluded. Prevalence of cervical spinal cord compression on MRI was
 24.4% and that of lumbar spinal stenosis was 9.3% in the study population. Based on these data, 14.7 mill
ion were estimated to have cervical spinal cord compression and 5.8 million were estimated to have lumbar 
spinal stenosis in Japan.
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１．研究開始当初の背景 
超高齢社会を迎えた現在、脊椎を含めた運

動器退行性疾患による患者数は、増加の一途
を辿り、その発生・進行の原因の解明ならび
に根本的治療法・予防法の確立が、社会的に
焦眉の課題となっている。腰痛は国民の訴え
る自覚症状のトップで、脊椎疾患による症状
や障害の解決に向けた社会的ニーズは非常
に高い。その背景には、加齢に伴う骨粗鬆症
性脊椎椎体骨折、変形性脊椎症、椎間板症、
脊柱管狭窄症などの関与が考えられるが、こ
れらのうち、椎間板・脊柱管など単純 X 線で
は評価不能または不十分であった疾患に関
する詳細なエビデンスについて、大規模前向
き住民コホート研究により解明されている
ものは存在しなかった。我々は 2005 年に、
日本の三地域に総数 3,040 名から成る一般住
民コホートを設立し、ROAD (Research on 
Osteoarthritis Against Disability）study を
開始し、骨粗鬆症、変形性腰椎症、変形性膝
関節症の有病率および有病者数の解明を行
ってきた。従来の ROAD study では、脊椎の
画像評価法は単純 X 線のみであったため、脊
椎圧迫骨折や変形性脊椎症など対象となる
脊椎疾患は限定されていた。脊椎症において
も、骨棘や椎間高の評価は可能だが、椎間板
内部の変性の程度や椎間板膨隆の評価は不
可能であり、脊椎疾患研究としては不十分な
ものに留まっていた。本研究は全脊椎 MRI
画像データの活用により、従来法でなし得な
かった、より広い対象の脊椎疾患を解析する
研究であり、それらの脊椎疾患基本疫学指標
を確立するとともに、関連要因を解析して、
運動器障害の予防法、治療法のためのエビデ
ンス解明を目指すものである。 
２．研究の目的 
 本研究は、ROAD study で設立した大規模
運動器地域住民コホートを用いて、全脊椎
MRI 検診を含む疫学調査を実施し、そのデー
タを解析して、脊椎疾患に関する質の高いエ
ビデンスの構築を目的とする。 
３．研究の方法 
 我々は、ROAD の和歌山県地域コホートにお
いて、疫学調査研究を実施して、データ収集
を行った。臨床情報としては、400 項目以上
の詳細な問診調査、脊椎を専門とする医師に
よる神経学的所見も含めた詳細な診察、身体
測定・運動検査、筋力・筋量測定、栄養調査、
ADL/QOL 調査(SF-8, EQ5D, WOMAC, Oswestry 
Disability Index)、血液・尿検査、重心動
揺検査、ABI 検査、骨密度(腰椎・大腿骨)検
査を実施した。また画像検査については、単
純 X 線撮影(頚椎・胸椎・腰椎・股関節・膝
関節)を行い、MRI については車両搭載型 MRI
撮像装置による全脊椎MRI（T1強調、T2強調、
矢状断画像、横断画像）撮像を実施した。画
像情報に関しては、定性分類法による読影を
行って脊柱管狭窄、椎間板変性、脊髄圧迫の
有無やその程度について判定を行いデータ
ベースに蓄積するとともに、我々が独自に開

発した画像解析ソフトウェアを用いて、各指
標の長さ、角度、面積等の計測を行った。ま
た画像解析ソフトウェアのプログラムの改
良により、より簡便に計測できるように工夫
を行った。コホート調査データおよび画像計
測データはデータベース化するとともに、過
去の ROAD スタディで蓄積したデータベース
とリンケージを行うことにより、相互に参照
可能な統合データベースに構築した。得られ
たデータベースの解析により、脊椎疾患の基
本疫学指標の解明、関連因子の解析を行った。 
４．研究成果 
 コホートの疫学調査データとMRIを含む画
像データをデータベース化した後、MRI 読影
所見に基づき、頚部および腰部脊柱管狭窄症、
脊椎椎間板変性症について検討を行った。脊
椎 MRI スタディは、ROAD スタディの中におけ
るサブコホート研究で、以下の４編の論文報
告を行うことができた。(1) Spine (Phila Pa 
1976) 37: 1892-1898, 2012. (2) 
Osteoarthritis Cartilage 20: 1103-1108, 
2012. (3) Osteoarthritis Cartilage 
21:783-8, 2013. (4) Osteoarthritis 
Cartilage 22:104-10, 2014. 頚部脊柱管狭
窄と腰部脊柱管狭窄の一般住民における有
病率について検討した結果、MRI 検診への参
加を表明した 1,011 名（男性 335 名、女性 676
名、平均年齢 66.3 歳）のうち、ペースメー
カー装着その他不適応者や体動による画像
読影困難者を除外して、MRI 画像を解析でき
た 977名の頚椎および 985名の腰椎画像所見
と臨床情報を解析した結果、対象集団の頚髄
圧迫の頻度は全体で 24.4％であり、男女別で
は男性 29.4％、女性 22.4％で有意に男性に
多く、男女ともに 50 歳代以降に経年的に頚
髄圧迫の頻度が高かった。これを本邦の年齢
別人口構成にあてはめて計算すると、日本に
おける頚髄圧迫者数（40 歳以上）は 1470 万
人（男性 780 万人、女性 690 万人）にのぼる
ことが明らかとなった。また、対象集団にお
ける腰部脊柱管狭窄症の有病率は 9.3％（男
性 10.1％、女性 8.9％）で、男女ともに 50
歳代以降に有病率が高値を示す傾向となり、
同様に本邦の年齢別人口構成にあてはめて
計算すると、日本における推定有病者数（40
歳以上）は 580 万人（男性 300 万人、女性 280
万人）にのぼることが明らかとなった。中等
度以上の腰部脊柱管中心性狭窄は 77.9%に見
られ、高度中心性狭窄は 30.4%に見られた。
また高度中心性狭窄は臨床症状と有意に関
連していた。更に、狭窄と運動指標との関連
の解明を進め、脊柱管狭窄があると、臨床的
に狭窄症症状が無いにもかかわらず歩行速
度など運動能力が低下することを明らかに
した。一方、全脊椎における椎間板変性の有
無を Pirrmann 分類（グレード 4 以上を椎間
板変性ありと定義）により検討したところ、
全脊椎における椎間板変性の有病率は、50 歳
未満では男性 71%、女性 77%であり、50 歳以
上においては男性、女性ともに 90%以上であ



った。頸椎、胸椎、腰椎それぞれにおいて、
椎間板変性の有病率が最も高かったのは
C5/6、T6/7、L4/5 であった。椎間板変性の関
連因子は、年齢と肥満であり、また腰痛は腰
椎椎間板変性と関連することが明らかとな
った。頚部脊柱管狭窄（頚髄圧迫）と、腰部
脊柱管狭窄症の一般住民集団における有病
率を解明し、日本人推定有病者数を解明でき
たことは、今後の脊椎疾患の予防対策を進め
る上で基盤となる重要な疫学指標となるも
ので、その意義は大きいものと思われる。 
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